
平成29年 日本水稲品質･食味研究会
第９回講演会 in ふくい

平成29年11月11日(土)～12日(日)
福井県国際交流会館
〒910-0004 福井県福井市宝永3丁目1-1

会頭：松江勇次
（日本水稲品質・食味研究会会長 九州大学）
実行委員長：冨田 桂
（福井県農行試験場ポストコシヒカリ開発部）
事務局長：五十嵐俊成
（日本水稲品質・食味研究会 事務局）
メール
jsrqp@kyouritsu-online.co.jp
※お問合せは上記アドレスへお願いします。
ホームページ http://jsrqp.net/

●シンポジウム 9：30～12：00 （1講演20+5分）

テーマ ｜ 競争力のある農業を目指して
-ブランド化戦略とICT農業-

●総会 13:00～13:30

●一般講演 13：30～17：00 （1講演15+3分⇒変更10+2分）

・品種特性、食味評価
・高温障害、水ストレス、品質・食味向上 （17講演）

福井県農業試験場
（水稲育種試験、コシヒカリ館 ：http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/noushi/）

農事組合法人 イーノなかのはま100
（九頭竜川下流域パイプラインと情報通信技術（ＩＣＴ）を組み合わせた水管理省力化の
実証試験を行っている。水稲67ha、麦35ha、大豆28haを経営。）

講演会場

11/11（土）

11/12（日）

鶴田 裕 株式会社食糧問題研究所 月刊食糧ジャーナル編集部長
・全国各産地のブランド戦略の取り組みについて

堂越 浩 福井県福井米戦略課主任
・福井県の新品種『いちほまれ』のブランド化戦略

西岡 伸 農林水産省北陸農政局九頭竜川下流農業水利事業所調査設計課長
・国営九頭竜川下流地区のパイプラインとＩＣＴを活用した水管理

齋藤 祐幸 株式会社クボタアグリソリューション推進部ソリューション推進部技術顧問
・クボタスマ－トアグリシステム（KSAS）を活用した品質・食味および収量向上による経営改善

奥村華子 福井県農業試験場作物部スマート農業研究G
・福井県農業試験場でのICT農業への取り組み

https://www.f-i-a.or.jp/ja/plaza/

https://www.f-i-a.or.jp/ja/plaza/

●情報交換会 18:30～20:30 グラン･ユアーズフクイ （参加費6,000円）
https://www.yours-hotel.co.jp/banquet/

●エクスカーション 8：30～12：40 （福井駅着予定）

★一般聴講者歓迎！
皆さん、ふるってご参加を！（予約不要）

講演会参加料無料。
ただし講演要旨集を購入の場合は900円となります。
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